


Ⅰ　 研 究の成果　　(1000字 程度)

(図表も含めて分か りやす く記入のこと)

【背景 と目的】

　 化学物質過敏症は、揮発性有機化合物(VOC)等 の化学物質 を低用量で反 復曝露 す ること

によ り発症 し、ごく微量の化 学物質 に対 して頭痛や め まいな どの様 々な非特 異的 症状 を発

現す る病気 とされ る。 しか し、病態 には未解 明な部分 も多 く、診 断や 対策 のた め には化学

物質曝露 と症状の因果関係 を客観的 に明 らか にする ことが重要 な課題 とな って い る。

　 既往の疫学研究 によると、患者 の症状は曝露後数時 間以内 に出現 す るこ とがわ かって い

る。従って、曝露 と症状の関係を把握するには、時間分解 能の高 い評価 方法 を選定 す る必

要がある。そ こで本研究では、VOCモ ニタとホルター 心電計 を用 いてTotal VOC曝 露濃度

と自律神経機能 を調査す る ことによ り、 リアルタイムでの曝露 と症 状の 関係 を明 らか にす

ることを目的 とした。

【調査概要】

　 被験者 と して患者 と健常者それぞれ20名 を予定 して いる。 被験者 は1日 の間(午 前8時

開始)、VOCモ ニタ(ppbRAE，RAEsystems社 製)を 携帯 し、ホルター心電計(FM-150， フク ダ

電子社製)を 装着 し、曝露濃度及び心拍数を記録 した。同時に行動 ・症状 記録表へ その間の

行動、自覚症状の記録 をした。得 られた5分 間隔でのデ ータか ら、曝露 の指標 として、TVOC

濃度、濃度変化(最 大値と最小値 の差)を 求め、症状の指標 と して 、心電図 のRR間 隔の時 系

列デー タをwavelet解 析 して心拍変動 を求め、HFの パワー(副 交感神経 機能 の指標)及 び

LF／HF(交 感神経機能の指標)を 求めた。

【結果 と考察】

　 患者 と健常者各1名 ずつ について解析 を行 った。 まず、患者 の 自覚症 状 出現時 と安静時

のTVOC濃 度 と心拍変動(LF,HF,LF／HF)の 比較 を行 った(Table 1)。その結果 、症状 出現時 に

TVOC濃 度変化量が大 きく、HFの 値が有 意に低かった。そ こで、TVOCと 心拍変 動の相 関

をみると、患者のTVOC濃 度変化量 とHFは 負 の相関 を示 した(Table 2)。 よって 、患者 は、

TVOCの 濃度変化が大きいと、副交感神経機能が抑制 される可能性 が示唆 され た。

Table 2　TVOCと心拍変動の関係Table 1　自覚症状時の比較






